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施 策 の ポ イ ン ト
　市民・事業者・行政が協働して市域の公共施設の清掃活動に取り組む事業。平成24年３月末現在、約16,000名が登録しており、平成14
年の事業開始時と比べて、路上等に落ちているごみは格段に少なくなった。なお、登録者数は九州地域では第１位となっている。

施　策　の　概　要
１．取組に至る背景・目的
　平成13年度における市民意識調査の結果で、約１／２の方が何らかの形で美化活動を実践しており、また、行政に対する美化活動への
支援要望が多かった。そこで、新たな環境美化施策については、久留米市新総合計画の基本的視点の一つである「行政主導から市民と行
政の協働によるまちづくり」を施策展開の柱とし、市民・事業者・行政が一体となって、環境美化の促進を総合的、効果的に展開するこ
とが必要と考え、さらに、全国的に急速に普及している「アダプトプログラム」に着目し、事業着手に至った。
２．取組の具体的内容
　アダプトプログラムとは、アメリカで導入された環境美化ボランティア制度で、「公共施設の里親制度」のことである。参加者が任意
に選んだ活動区域において、散乱ごみの収集を基本とした美化ボランティア活動を実施していただき、市は、用具の貸し出しや保険の加
入、ごみの処理のほか、参加団体等の名称入りの標示板を設置し活動を支援します。
（1）事業名称
　「くるめクリーンパートナー」
（2）対象地域
　市内全域の道路、公園、河川等の公共施設
（3）参加対象
　市民団体、学校、事業者等の団体及び個人
（4）実施内容
　参加者は、市と合意書を交わし、年間６回以上の清掃等の環境美化活動を実施と年に一度活動報告書を提出
　＜市民の役割＞
　　○紙くずや空き缶、空き瓶などの散乱ごみの回収
　　○回収が困難なごみを発見した場合や不法投棄等に関する市への情報提供
　＜市の支援＞
　　○清掃道具（ほうき、ちりとり、トング、草刈り鎌）の貸与
　　○軍手、帽子、専用ごみ袋の支給
　　○活動する団体等の名称を表示した標示板の設置（希望者のみ）
　　○ごみの収集運搬、処理
　　○ボランティア保険の加入
３．施策の開始前に想定した効果、数値目標など
　これまで把握が難しかった、地域での美化ボランティア活動の実態をつかめるようになると想定していた。　また、美化ボランティア
活動者とのコミュニケーションがとれるようになると考えていた。
４．現在までの実績・成果
　＜登録件数の推移＞

団体数 個人数 登録人数
平成14年度末 106 23 4,295
平成15年度末 124 24 4,724
平成16年度末 139 28 5,331
平成17年度末 179 35 8,159
平成18年度末 217 37 9,658
平成19年度末 245 47 11,607
平成20年度末 273 47 13,005
平成21年度末 283 59 15,128
平成22年度末 302 59 15,620
平成23年度末 319 66 16,064

５．導入・実施にあたり工夫した点や苦労した点とその対処法・解決策など
　当事業導入にあたり、まち美化のためアダプト・プログラム事業を行っている食品容器環境美化協会から情報を収集し、市民に分かり
やすい簡易な制度を構築し、活動者の負担を出来るだけ低減するよう心掛けた。
６・今後の課題と展開
　登録者数の拡大に向けての広報・周知活動を更に推進していく。
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